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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、5'-3'エキソヌクレアーゼ活性を持つエンドヌクレアーゼ/エキソヌクレアーゼをコードしている。コードされている酵素は、核酸鎖の5'末端にあるエステル結合の加水分解を触媒する。この酵素はミトコンドリアに局在し、プログラム細胞死に関与している可能性がある。選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されている。疑似遺伝子は18番染色体上に存在する。[RefSeq提供、2009年2月],補因子：二価金属陽イオン。,機能：スーパーコイルDNAに対する切断活性、一本鎖DNAに対する選択性、および5'-3'エキソヌクレアーゼ活性を持つエンドヌクレアーゼ/エキソヌクレアーゼ。,その他：活性部位には、タンパク質と直接相互作用する二価金属陽イオンが1つ含まれている。その他の相互作用はすべて水分子を介して行われます。,類似性:DNA/RNA非特異的エンドヌクレアーゼファミリーに属します。,サブユニット:ホモ二量体。,組織特異性:普遍的です。,
	研究分野
	アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;
	画像データ
	

	ENDOGL1抗体を用いたHUVEC、HT-29、HepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	エンドG-L1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

